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一
般
会
計
六
百
九
十
五
億
三
千
九
百
万
円

を
中
心
と
し
た
令
和
三
年
度
の
各
会
計
予
算

案
は
、
三
月
二
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置

さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
三
月
十
五
日
に
正
副
委
員

長
の
互
選
お
よ
び
各
予
算
案
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
十
六
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た
っ
て
各

予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、
堀
内
ま
さ
し

予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審

査
概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
討

論
が
行
わ
れ
、
個
別
採
決
の
結
果
、
令
和
三

年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢

者
医
療
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会
計
の
三
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
お
よ
び
下
水
道
事

業
会
計
の
各
予
算
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
八
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
四
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度
武
蔵
野
市

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
二
十
六
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
外
か
く

環
状
道
路
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三

面
に
代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別

委
員
会
審
査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す

る
討
論
を
掲
載
）
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
可
決

　

三
月
九
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五

年
度
ま
で
の
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
の
第
一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料

率
を
定
め
る
こ
と
に
伴
う
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
や
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
に
伴
う
給
付
費
増
な
ど
の
保

険
料
上
昇
要
因
と
、
普
通
調
整
交
付
金
の

交
付
割
合
の
変
更
な
ど
の
減
少
要
因
を
分

析
し
、
実
質
保
険
料
月
額
は
上
昇
す
る
見

込
み
で
し
た
が
、
介
護
給
付
費
等
準
備
基

金
を
取
り
崩
す
こ
と
で
保
険
料
上
昇
は
抑

制
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
料
の
基
準
月

額
、
段
階
設
定
等
に
つ
い
て
は
第
７
期
と

同
額
の
六
千
二
百
四
十
円
、
二
十
段
階
に

据
え
置
く
こ
と
と
し
、
介
護
保
険
法
施
行

規
則
の
改
正
に
伴
い
、
第
九
段
階
と
第
十

段
階
を
区
分
す
る
基
準
所
得
金
額
を
二
百

万
円
か
ら
二
百
十
万
円
に
、
第
十
一
段
階

と
第
十
二
段
階
を
区
分
す
る
基
準
所
得
金

額
を
三
百
万
円
か
ら
三
百
二
十
万
円
に
、

そ
れ
ぞ
れ
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

教
育
長
の
任
命
に
同
意

　

三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
、
教
育
長

の
任
命
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
四
月

一
日
か
ら
の
三
年
間
で
す
。

■
教
育
長
：
竹
内
道
則 

氏

　

平
成
三
十
年
四
月
か
ら

教
育
長
。
六
十
二
歳
。

令
和
三
年
度
予
算
を
可
決

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
　
命
を
守
り
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
予
算

　
一
般
会
計
は
六
百
九
十
五
億
円

「足並みそろえて」
撮影：早馬　秀輔（武蔵野市）

場所：特別養護老人ホーム　武蔵野館　入り口付近（２０２１年１月３０日）

ホームのスタッフさんに「撮ってもらえていいね」と声を掛けられていました。カメラを構えてしばらくたつと、前足を

そろえてポーズを取ってくれました。
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自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

与
座 

武 

議
員

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
出
と
コ
ロ
ナ
収
束

後
の
新
た
な
社
会
創
造
に
向
け
て

自
治
と
共
生
●

内
山
さ
と
こ
　
議
員

一
人
一
人
が
民
主
主
義
を
つ
く
る

自
治
と
共
生
の
地
域
社
会
を
目
指
そ
う

市
議
会
公
明
党
●

浜
田
け
い
子
　
議
員

命
と
生
活
を
守
る

持
続
可
能
な
施
策
を

立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
●

深
沢
達
也
　
議
員

歴
史
や
思
想
か
ら
学
び

新
た
な
時
代
へ
向
け
歩
み
を

「施政方針」は武蔵野市役

所のホームページでご覧い

ただけます。また、市役所

の市政資料コーナー、各図

書館、武蔵野プレイスで閲

覧できます。

　２月26日、市長の施政方針に対して、８名の各会派代表者による

代表質問が行われました。以下はその要旨です。

格
差
を
広
げ
る
競
争
社
会
か

ら
、
支
え
合
い
を
重
視
す
る
社
会

へ
根
本
的
に
転
換
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

す
べ
て
の
人
が
包
摂
さ
れ
多

様
性
が
認
め
ら
れ
る
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

公
助
は
支
え
合
い
の
仕
組
み

か
ら
漏
れ
た
人
を
救
う
最
後
の
と

り
で
で
あ
り
、
後
退
さ
せ
て
は
な

コ
ロ
ナ
収
束
後
も
見
据
え
た

商
業
地
域
の
再
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
再
創
生

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

令
和
二
年
度
の
緊
急
経
済
対

策
の
効
果
を
検
証
し
、
そ
の
知
見

を
産
業
振
興
施
策
に
生
か
し
た
い
。

改
め
て
事
業
者
の
現
状
等
を
伺
い
、

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ら
れ

る
よ
う
、
共
に
知
恵
と
力
を
出
し

合
い
つ
つ
取
り
組
み
た
い
。

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
新
た
な
社

会
創
造
の
視
点
か
ら
、
中
長
期
の

財
政
影
響
に
配
慮
し
た
予
算
編
成

が
必
要
だ
が
今
後
の
見
通
し
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
変

化
す
る
中
、
現
時
点
で
中
長
期
の

影
響
を
見
込
む
の
は
極
め
て
困
難

で
あ
る
。
学
校
施
設
の
更
新
等
多

額
の
費
用
を
要
す
る
状
況
が
続
く

た
め
、
長
期
的
視
点
で
財
源
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
活
用
し
な
が
ら
財
政

規
律
を
持
っ
た
運
営
が
必
要
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
①
本
市

で
の
接
種
開
始
予
定
に
遅
れ
は
な

い
か
②
令
和
四
年
二
月
末
ま
で
に

十
六
歳
以
上
の
希
望
者
全
員
が
二

回
接
種
を
完
了
で
き
る
か
③
集
団

接
種
会
場
の
医
師
等
の
確
保
と
副

反
応
が
現
れ
た
際
の
対
応
体
制
は
。

①
国
の
対
応
次
第
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
提
供
を

要
望
し
て
い
る
②
現
状
で
は
難
し

い
と
考
え
る
が
、
国
は
一
回
接
種

も
議
論
し
て
お
り
経
過
を
見
守
る

③
経
過
観
察
や
応
急
処
置
を
行
う

医
師
と
看
護
師
は
確
保
し
て
い
る
。

①
吉
祥
寺
駅
南
口
の
再
編
②

三
鷹
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
改
修
、

い
ず
れ
も
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
動
き
が
見
え
な
い
。
課
題
解
決

に
向
け
一
歩
踏
み
込
む
べ
き
で
は
。

①
地
権
者
の
協
力
の
下
、
少

し
ず
つ
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き

理
解
を
求
め
つ
つ
駅
前
広
場
の
再

整
備
を
行
い
た
い
②
実
証
実
験
を

重
ね
改
修
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
き

た
。
こ
の
た
び
、
交
通
環
境
課
題
解

決
に
向
け
た
考
え
方
を
公
表
す
る
。

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

行
政
を
中
心
と
し
つ
つ
、
多

様
な
主
体
の
連
携
協
働
に
よ
っ
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
果
た

す
公
助
の
仕
組
み
づ
く
り
に
平
常

時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
現
状
の
課
題
と
、
希
望
す
る
市

民
全
員
の
接
種
完
了
の
見
込
み
は
。

供
給
量
と
供
給
時
期
が
不
確

実
な
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、

現
時
点
で
接
種
完
了
の
見
込
み
を

示
す
こ
と
は
難
し
い
。

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
子
育
て
施
策
、
教
育

環
境
の
整
備
は
国
の
未
来
を
つ
く

る
礎
で
あ
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

全
世
代
が
協
力
し
未
来
の
大

人
で
あ
る
子
ど
も
を
見
守
り
育
て

る
こ
と
が
次
世
代
育
成
と
考
え
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に

つ
い
て
、
条
例
制
定
の
必
要
性
は
。

議
会
で
の
議
論
を
経
て
市
の

方
針
を
定
め
る
た
め
、
制
度
と
し

て
の
安
定
性
が
期
待
で
き
る
。

Ｄ
Ｘ
は
市
民
生
活
を
便
利
で

豊
か
に
し
、
業
務
を
効
率
化
し
て

市
民
と
接
す
る
時
間
を
増
や
す
こ

と
が
目
的
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

本
市
の
情
報
化
施
策
は
Ｄ
Ｘ

と
同
様
の
考
え
で
あ
り
、
今
後
も

第
六
次
総
合
情
報
化
基
本
計
画
に

基
づ
き
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

近
年
の
異
常
気
象
や
感
染
症

拡
大
誘
引
の
背
景
に
は
、
自
然
と

人
間
の
関
係
の
在
り
方
が
根
本
に

あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

自
然
に
対
し
て
謙
虚
な
気
持

ち
を
持
ち
、
人
と
自
然
が
調
和
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

労
働
者
協
同
組
合
法
は
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
新
し
い
働
き
方

を
生
み
出
す
が
、
公
共
分
野
で
果

た
す
役
割
も
踏
ま
え
、
見
解
を
。

地
域
課
題
に
応
じ
た
取
り
組

み
が
促
進
さ
れ
、
活
力
あ
る
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
国
の
指
針
等
を
注
視
し
、
支

援
の
在
り
方
を
研
究
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
心

の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。
家
庭
の

支
援
、
福
祉
と
教
育
と
の
連
携
は
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
を
中
心
に
、
子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、

切
れ
目
な
い
支
援
を
推
進
し
た
い
。

三
・
一
一
か
ら
十
年
。
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
等
に
基
づ

く
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
は
。

む
さ
し
の
エ
コ
ｒ
ｅ
ゾ
ー
ト

を
通
じ
た
環
境
啓
発
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
施
策
を
展
開
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
庁
法
案
が
提
出
さ

れ
た
が
、
自
治
体
の
個
人
情
報
は
、

住
民
福
祉
の
た
め
に
無
条
件
に
預

か
る
も
の
で
、
民
間
と
は
異
な
る
。

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
対
応
を
。

運
用
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
る
の
を
待
ち
、
市
独

自
の
保
護
措
置
を
検
討
し
た
い
。

三
鷹
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に

つ
い
て
、
将
来
的
な
本
整
備
計
画

案
の
見
通
し
は
。

課
題
解
決
に
向
け
関
係
機
関

と
協
議
し
、
実
験
を
重
ね
検
討
し

て
き
た
。
交
通
環
境
基
本
方
針
策

定
に
向
け
た
考
え
方
を
公
表
す
る
。

外
環
道
陥
没
事
故
は
本
市
に

重
大
な
影
響
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
あ
り
、
市

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
事
業

者
に
強
く
求
め
て
い
く
。

学
校
施
設
等
の
大
更
新
時
代

に
突
入
す
る
と
考
え
る
。
一
般
財

源
、
起
債
、
基
金
の
バ
ラ
ン
ス
、

中
長
期
的
財
政
計
画
は
。

財
政
規
律
を
持
っ
て
運
営
に

当
た
る
。
長
期
的
見
通
し
は
、
第

六
期
の
調
整
計
画
で
示
し
た
い
。

円
滑
な
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
市
の
体
制
整
備
が
重
要

だ
が
現
状
の
課
題
認
識
と
方
針
は
。

供
給
量
と
供
給
時
期
が
明
確

で
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
希

望
者
が
安
心
し
て
接
種
で
き
る
体

制
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
医
師

会
等
と
連
携
し
準
備
し
て
い
く
。

市
独
自
の
経
済
支
援
対
策
の

周
知
や
状
況
等
に
つ
い
て
見
解
は
。

市
職
員
が
直
接
ま
ち
に
出
て

事
業
案
内
を
行
い
、
市
民
や
事
業

者
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き

た
。
業
況
悪
化
を
食
い
止
め
、
新

た
な
展
開
を
目
指
す
力
強
い
取
り

組
み
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
民
の
複
雑
な
課
題
に
対
応

す
る
に
は
最
初
の
窓
口
対
応
が
重

要
だ
が
、
体
制
整
備
の
状
況
は
。

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
市

民
が
最
初
に
相
談
で
き
る
窓
口
と

し
て
、
福
祉
総
合
相
談
窓
口
（
仮

称
）
を
設
置
し
、
課
題
解
決
に
向

け
て
包
括
的
、
継
続
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
命
を
守
る
た
め
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
コ
ミ
セ
ン
等

公
共
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
拡

大
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

コ
ミ
研
連
等
に
意
見
を
伺
う

必
要
が
あ
り
、
サ
ロ
ン
の
意
向
も

踏
ま
え
て
改
善
策
を
考
え
て
い
く
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
お

け
る
今
後
の
展
望
は
。

母
子
カ
ー
ド
の
電
子
化
や
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
保

健
師
の
配
置
な
ど
、
連
携
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
市
民
防
災
協
会
と
の
連
携
は
。

市
民
防
災
協
会
で
は
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
活
用
し
研
修
会

等
防
災
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
市
民

を
守
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

個
人
情
報
保
護
を
第
一
に
考

え
、
デ
ジ
タ
ル
が
苦
手
な
方
へ
の

配
慮
を
し
つ
つ
進
め
て
い
く
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問
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改
革
武
蔵
野
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
●

深
田
貴
美
子
　
議
員

公
会
堂
の
耐
震
性
能
不
適
格
等
、
隠
蔽
・

不
作
為
・
後
退
の
市
政
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●

本
間
ま
さ
よ
　
議
員

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
取
り
組
み
を

感
染
者
の
早
期
発
見
、
拡
大

防
止
の
た
め
、
①
施
設
職
員
等
を

対
象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助

成
を
訪
問
看
護
師
や
保
育
士
等
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
も
拡

大
す
べ
き
で
は
②
社
会
的
検
査
の

重
要
性
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

①
必
要
な
方
へ
の
検
査
体
制

が
あ
り
、
今
は
市
独
自
の
助
成
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
②
国
等
が
広

コ
ロ
ナ
爆
発
的
感
染
拡
大
予

防
が
必
要
な
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
だ
っ
た

年
末
年
始
の
広
報
の
在
り
方
、
具

体
的
な
対
策
の
有
無
を
問
う
。

危
機
管
理
に
は
臨
機
応
変
に

対
応
し
、
市
民
の
生
命
を
守
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

首
都
直
下
型
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
に
備
え
た
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
①
本
市

域
的
な
視
点
で
実
施
す
べ
き
で
あ

り
、
市
と
し
て
は
要
所
要
所
で
の

検
査
体
制
整
備
が
重
要
だ
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
保
健

所
の
重
要
性
、
本
市
へ
の
保
健
所

設
置
に
つ
い
て
見
解
は
。

保
健
所
に
は
、
地
域
の
感
染

症
状
況
を
把
握
し
対
策
を
提
案
す

る
と
い
う
大
き
な
役
割
が
あ
る
。

以
前
保
健
所
で
あ
っ
た
武
蔵
野
三

鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
を
再
度
保
健
所

に
戻
す
よ
う
都
に
要
望
し
て
い
る
。

援
助
が
可
能
か
親
族
に
問
い

合
わ
せ
る
扶
養
照
会
が
、
生
活
保

護
申
請
へ
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
。

申
請
者
が
た
め
ら
う
場
合
は
強
制

し
な
い
よ
う
求
め
る
が
見
解
は
。

の
ぜ
い
弱
性
②
吉
祥
寺
駅
周
辺
・

三
鷹
駅
北
口
周
辺
の
再
整
備
③
駅

周
辺
の
電
源
確
保
・
Ｄ
Ｘ
イ
ン
フ

ラ
整
備
等
の
認
識
を
伺
う
。

①
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
物

と
電
柱
の
耐
震
化
が
重
要
②
計
画

に
位
置
づ
け
た
再
整
備
は
行
わ
な

い
③
計
画
に
ひ
も
づ
け
な
い
。

参
加
と
協
働
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
政
策
を
背
骨
に
、
Ｄ
Ｘ
を
基
盤

と
し
た「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福

祉
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」は
。

答
弁
無
し
。

パ
ク
ス
な
き
Ｋ
字
型
社
会

（
＊
）
を
迎
え
、
分
断
と
格
差
が
拡

大
す
る
。
中
長
期
の
財
政
予
測
は
。

予
測
困
難
な
た
め
、
令
和
四

申
請
者
の
意
思
を
確
認
し
可

能
な
ら
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

強
制
的
な
対
応
は
し
て
い
な
い
。

市
税
収
入
の
大
幅
減
を
見
込

む
中
で
、
市
内
の
経
済
状
況
、
零

細
中
小
企
業
支
援
へ
の
見
解
は
。

飲
食
、
小
売
業
が
大
き
な
影

響
を
受
け
る
一
方
、
一
部
で
は
新

た
な
展
開
を
目
指
す
力
強
い
取
り

組
み
も
見
ら
れ
る
。
関
係
機
関
と

連
携
し
経
済
支
援
を
進
め
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
市
独
自
施
策
の

必
要
性
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
、
具
体

的
な
市
の
取
り
組
み
、
国
等
へ
の

要
望
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

「
武
蔵
野
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
２
０
２
１
」
に
基
づ

き
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
展
開
し

て
い
き
た
い
。
国
へ
の
要
望
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
考
え

が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
政
策
の
動

向
等
も
勘
案
し
検
討
し
て
い
く
。

年
の
六
長
調
策
定
の
中
で
行
う
。

昭
和
五
十
九
年
の
公
会
堂
耐

震
診
断
委
託
報
告
書
で
は
、
耐
震

改
修
の
結
果
、
耐
震
性
能
Ｉ
ｓ
値

〇
．
六
だ
。
国
の
官
庁
施
設
の
耐

震
性
能
基
準
で
は
、
避
難
所
・
不

特
定
多
数
利
用
施
設
は
一
．
二
五

を
乗
ず
る
基
準
を
定
め
、
本
市
の

基
準
も
同
様
だ
。
市
庁
舎
は
西
棟

と
合
わ
せ
て
一
．
五
を
乗
じ
、
学

校
施
設
も
平
成
二
十
年
に
一
．
二

五
を
乗
じ
て
耐
震
改
修
を
し
た
。

公
会
堂
は
実
施
せ
ず
、
既
存
不
適

格
だ
。
議
会
に
報
告
を
求
め
る
。

延
命
化
だ
け
で
な
く
、
施
設

更
新
や
施
設
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

と
の
総
合
的
な
検
討
評
価
を
行
う
。

令
和
二
年
度
、
躯
体
の
健
全
度
の

調
査
、
三
年
度
は
耐
震
性
の
再
確

認
や
設
備
類
の
劣
化
状
況
調
査
を

し
、
検
討
結
果
を
基
に
次
期
総
合

管
理
計
画
に
反
映
す
る
。

＊
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
が
二
極
化
す
る
、

安
定
や
秩
序
の
な
い
社
会

ワ
ク
ワ
ク
は
た
ら
く
●

本
多
夏
帆
　
議
員

長
期
的
視
点
で
の
市
政
運
営
と

「
心
」
を
守
る
こ
と

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

堀
内
ま
さ
し
　
議
員

市
民
感
覚
、
市
民
目
線
、
責
任
感
を

持
っ
て
市
政
運
営
を

長
期
計
画
と
個
別
施
策
、
計

画
や
市
民
参
加
の
関
係
性
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

自
治
基
本
条
例
、
意
見
交
換

会
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ

き
、
適
時
・
適
切
に
市
民
参
加
の

機
会
を
設
け
た
い
。

保
育
園
整
備
は
国
の
補
助
金

等
の
活
用
に
よ
り
進
ん
だ
も
の
と

認
識
し
て
い
る
が
見
解
を
伺
う
。

そ
の
主
張
が
正
し
け
れ
ば
、

全
国
で
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
な
る
と

考
え
る
の
で
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

吉
祥
寺
駅
前
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の

連
携
の
重
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

吉
祥
寺
駅
南
口
駅
前
広
場
の

事
業
実
現
に
向
け
地
権
者
の
方
と

直
接
対
話
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

防
災
は
自
助
、
共
助
、
公
助

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
踏
ま
え
た
見
解
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
地
域

防
災
計
画
修
正
と
災
害
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
校
行
事

や
本
市
の
特
色
で
あ
る
体
験
学
習
、

自
然
体
験
を
ど
う
考
え
る
か
。

今
後
は
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、

活
動
形
態
を
工
夫
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

メ
ー
ル
誤
送
信
に
よ
る
ア
ド

レ
ス
情
報
漏
え
い
等
の
不
祥
事
は

緩
ん
だ
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内
部
統
制

の
欠
如
、
市
長
の
責
任
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

ミ
ス
は
申
し
訳
な
く
思
っ
て

い
る
が
、
防
止
し
た
い
と
い
う
思

い
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
緩
ん
だ

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
は
当
た
ら
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
改
正
議
案
は
全
会
一
致

で
な
か
っ
た
が
、
市
民
参
加
や
プ

ロ
セ
ス
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

議
案
は
本
市
で
は
全
会
一
致

主
義
で
は
な
く
、
賛
成
多
数
と
い

う
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の

議
決
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

施
政
方
針
の
作
成
に
あ
た
り
、

昨
年
度
と
比
べ
、
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
っ
た
か
、
思
い
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
取
り
組
み
と
、
次
世

代
育
成
に
力
を
入
れ
た
。
社
会
全

体
で
未
来
の
大
人
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
、
子
育
て
支
援
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
施
策
、
ま
ち
の
経
済

発
展
に
も
つ
な
が
り
、
市
全
体
の

取
り
組
み
に
な
る
と
考
え
、
作
成

し
た
。子

ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く

多
く
の
問
題
に
対
し
、
立
ち
向
か

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
命
と
安
全
を
守
る
た

め
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

今
後
も
子
ど
も
や
若
者
に
対

応
す
る
中
で
、
悩
み
や
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
い
。

説
明
責
任
や
成
果
・
効
率
の

向
上
な
ど
、
行
政
活
動
の
質
を
高

め
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
た
行
政

評
価
制
度
の
検
討
と
い
っ
た
、
未

来
を
つ
く
る
分
野
の
熱
意
を
伺
う
。

財
政
面
は
財
政
規
律
を
持
っ

た
運
営
に
当
た
る
こ
と
、
政
策
面

は
市
政
全
体
に
対
す
る
波
及
効
果

の
期
待
で
き
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
市
政
運
営
を
行
い
た
い
。

未
来
に
期
待
を
持
て
る
社
会

を
皆
で
作
る
た
め
に
、
出
産
を
応

援
、
支
援
し
て
い
く
施
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

出
産
や
不
妊
治
療
の
費
用
助

成
等
は
国
や
都
で
も
さ
ま
ざ
ま
議

論
が
あ
る
た
め
、
見
守
っ
て
い
く
。

精
神
的
な
病
の
予
防
に
、
簡

単
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
深
呼

吸
を
取
り
入
れ
、
独
り
で
も
心
の

状
態
を
よ
く
し
て
い
く
取
り
組
み

を
提
案
し
た
い
が
、
い
か
が
か
。

軽
い
運
動
を
継
続
し
て
行
う

こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

各
個
人
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て

必
要
と
聞
い
て
い
る
。
ご
提
案
を

ど
の
よ
う
に
市
政
の
中
に
生
か
せ

る
か
今
後
考
え
た
い
。

市長の施政方針
誰もが安心して暮らし続けられるまちへ

命を守り次世代へつなぐ予算

松下玲子　市長

市政運営の基本的考え  

1 多様性を認め合う　支え合いのまちづくり

2 未来ある子どもたちが　希望を持ち健やかに暮らせるまちづくり

3 コミュニティを育む　市民自治のまちづくり

4 このまちにつながる誰もが　住み・学び・働き・楽しみ続けられるまちづくり

5 限りある資源を生かした　持続可能なまちづくり

主要な施策の体系  
（Ⅰ）健康・福祉

（Ⅱ）子ども・教育

（Ⅲ）平和・文化・市民生活

（Ⅳ）緑・環境

（Ⅴ）都市基盤

（Ⅵ）行財政

【市長が 2月 24 日の本

会議で行った「施政方

針」演説の項目です】
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農
業
費
・
商
工
費

農
地
活
用
の
制
度
を

構
築
せ
よ

都
の
都
市
農
地
保
全
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
の
現
状
を
伺
う
。

ま
た
都
市
農
地
は
相
続
に
よ
る
農
地

減
少
が
課
題
だ
が
今
後
の
対
策
は
。

令
和
三
年
度
は
、
補
助
金
制
度

へ
の
応
募
者
が
な
く
、
予
算
計
上
し

て
い
な
い
。
農
地
減
少
に
対
し
て
は
、

農
業
者
が
農
地
を
活
用
し
や
す
い
制

度
を
構
築
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
う
。

 

衛

生

費

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種

の
考
え
方
は

高
齢
者
や
保
育
士
、
幼
稚
園
等

の
先
生
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
優
先
接
種
の
考
え
方
は
。

供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
を

鑑
み
、
高
齢
者
施
設
入
所
者
か
ら
接

種
を
始
め
、
そ
れ
以
外
の
施
設
利
用

者
に
つ
い
て
は
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
す
る
。
保
育
士
等
に
対
す
る
優
先

接
種
は
考
え
て
い
な
い
。

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
電
力
託
送
事
業
の
実
績
と
、

災
害
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

市
内
小
・
中
学
校
に
夜
間
電
力

を
託
送
し
て
お
り
、
災
害
時
に
拠
点

と
な
る
市
役
所
エ
リ
ア
で
は
一
般
家

庭
の
約
半
年
分
に
当
た
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
容
量
が
蓄
電
さ
れ
て
い
る
。

 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
支
援

事
業
の
詳
細
と
補
助
金
の
活
用
は
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
と
市

民
社
協
が
連
携
し
、
エ
コ
ｒ
ｅ
ゾ
ー

ト
に
設
置
す
る
保
冷
庫
を
活
用
す
る
。

東
京
都
地
域
福
祉
推
進
区
市
町
村
包

括
補
助
事
業
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

民

生

費

福
祉
総
合
相
談
窓
口
（
仮
称
）

の
役
割
と
体
制
は

福
祉
総
合
相
談
窓
口
（
仮
称
）

の
役
割
や
想
定
さ
れ
る
相
談
件
数
、

配
置
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
伺
う
。

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
方
の
窓
口
を
明
確
に
し
、
多

部
署
に
わ
た
る
相
談
を
途
切
れ
な
い

よ
う
に
調
整
す
る
役
割
を
担
う
。
相

談
件
数
は
年
間
六
十
件
程
度
を
見
込

み
、
窓
口
に
は
保
健
師
や
相
談
支
援

業
務
の
経
験
者
を
配
置
す
る
。

 

成
年
後
見
制
度
の
意
思
決
定
支

援
等
の
考
え
方
は
。

成
年
後
見
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー

が
中
核
と
な
り
本
人
や
家
族
の
意
思

を
把
握
し
て
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
包
括

的
に
支
援
す
る
体
制
の
整
備
に
よ
る

予
算
の
変
化
は
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が

所
管
し
て
い
た
事
業
の
移
管
の
ほ
か
、

桜
堤
児
童
館
で
行
う
利
用
者
支
援
事

業
の
人
件
費
に
も
国
や
都
か
ら
補
助

金
が
出
る
よ
う
に
な
る
。

 
０
１
２
３
施
設
の
四
、
五
歳
児

受
け
入
れ
は
難
し
い
の
で
は
。

構
造
上
安
全
な
運
営
が
で
き
る

総

務

費

旧
赤
星
邸
の
利
活
用
に

向
け
た
見
通
し
は

旧
赤
星
邸
の
利
活
用
に
関
し
、

登
録
有
形
文
化
財
の
認
定
見
通
し
は
。

文
化
財
認
定
の
基
準
に
は
合
致

す
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
三
年
度

は
登
録
に
向
け
建
物
の
調
査
を
行
う
。

 

令
和
三
年
度
に
、
小
・
中
学
生
に

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
貸
与

さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ 

環

境
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評
価
委
員
会
報

告
書
で
も
、
今
後
の
コ
ミ
セ
ン
の
在

り
方
と
し
て
、
通
信
環
境
の
整
備
等

の
提
言
を
受
け
た
。
コ
ミ
セ
ン
は
公

共
施
設
だ
が
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
管
理
を
お
願
い
し
て
お
り
、

自
主
管
理
原
則
と
の
関
係
を
整
理
し

な
が
ら
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

 
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
は
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
後
、
子
育

総

括

公
共
施
設
の
更
新
時
期
を
迎
え

財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
は

学
校
施
設
等
、
公
共
施
設
の
大

更
新
時
代
に
突
入
し
た
と
考
え
る
が
、

財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

令
和
三
年
度
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
改
定
の
際
に
建
設
事
業

の
事
業
費
を
算
出
し
、
第
六
期
長
期

計
画
の
調
整
計
画
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
に
議
論
す
る
。

 

令
和
三
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
困
難
で
あ
っ
た
点
を
伺
う
。

市
税
の
減
収
等
で
難
し
い
予
算

編
成
と
な
っ
た
。
事
務
事
業
の
見
直

し
等
で
経
常
経
費
を
削
減
し
、
市
債

や
基
金
の
活
用
で
財
源
を
確
保
し
た
。

 

予
算
編
成
の
前
提
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
も

す
ぐ
に
は
収
束
せ
ず
、
長
期
的
視
点

で
市
政
を
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
は

新
規
事
業
で
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
募
集
す
る
な
ど
丁
寧
に
進

め
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
規
則

の
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
場
合
を
規
定
し
て
い
る
が
、

今
回
は
該
当
せ
ず
実
施
し
な
か
っ
た
。

 
財
政
援
助
出
資
団
体
の
人
件
費

は
今
後
増
加
す
る
見
通
し
か
。
ま
た

各
団
体
の
自
立
を
促
す
べ
き
で
は
。

新
た
な
行
政
課
題
が
生
じ
た
際

に
そ
れ
を
担
う
主
体
を
検
討
す
る
た

め
、
現
段
階
で
人
件
費
は
見
通
せ
な

い
。
自
立
に
向
け
て
は
、
各
団
体
の

置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
促
し
て
い
く
。

 
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
者
へ

の
支
援
は
予
算
に
反
映
し
て
い
る
か
。

弱
い
立
場
に
あ
る
方
へ
の
支
援

が
重
要
だ
。
市
と
し
て
相
談
支
援
体

制
を
充
実
す
る
中
で
、
現
状
を
把
握

し
機
動
的
に
施
策
を
行
っ
て
い
く
。

歳

入

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
に

対
す
る
考
え
方
は

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
事
業
が
産

業
振
興
課
に
所
管
替
え
さ
れ
た
が
、

本
事
業
へ
の
考
え
方
を
伺
う
。

本
市
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
市
の
魅
力
発
信
、
地
域
産
業
振
興

の
充
実
、
市
政
の
充
実
と
未
来
へ
の

財
源
確
保
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
今
後
も

都
市
計
画
税
の
減
免
等
、
歳
入
を
減

ら
し
て
で
も
策
を
講
じ
る
必
要
が
出

て
く
る
と
考
え
る
が
、
展
望
を
伺
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
根
拠
に
基
づ
き
厳

し
く
予
算
の
見
積
も
り
を
し
て
お
り
、

状
況
を
見
な
が
ら
対
策
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

て
施
策
を
議
論
し
実
施
す
べ
き
で
は
。

条
例
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
理
念
を
恒
久
的
に
保
障
す
る
た
め

制
定
す
る
。
医
療
費
助
成
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
中
、
急
ぎ
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
第
六

期
長
期
計
画
等
に
基
づ
き
進
め
る
が
、

実
施
の
順
序
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。

 

武
蔵
野
公
会
堂
は
、
構
造
耐
震

指
標
で
あ
る
Ｉ
ｓ
値
が
基
準
に
達
し

て
い
な
い
が
、
延
命
化
を
行
う
の
か
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
が
想

定
よ
り
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、

延
命
化
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
、
耐

震
性
能
も
含
め
た
調
査
・
検
討
を
令

和
三
年
度
に
行
う
。

か
、
幼
稚
園
が
夏
休
み
と
な
る
六
月

か
ら
八
月
ご
ろ
に
試
行
す
る
。

　令和３年度予算は、「誰もが安心して暮らし続けられる

まちへ　命を守り次世代へつなぐ予算」と位置づけ、新型

コロナウイルス感染症により新たに生じた課題に対応する

とともに、第六期長期計画の２年目として計画の各分野に

掲げられた施策を着実に推進するため、限られた財源を重

点的かつ効率的に配分することを基本に編成されています。

　市税の大幅な減収が見込まれる中、将来にわたり安全で

安心な市民生活を提供できるよう、市民の暮らしや生活を

支える施策や、学校改築事業のほか、老朽化が進む公共施

設等の保全・改修やインフラ整備などに、基金および市債

を積極的に活用し必要な予算が配分されています。

　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
主要な事業 （単位　千円）

■一般会計

◇総務費 

・ 住民投票条例（仮称）の制定に向けた検討 304 

・  吉祥寺本町四丁目寄贈物件（旧赤星邸）の利活用検討

及び調査 17,256 

・ コミュニティ構想50周年記念事業 1,533 

・ 窓口業務での通訳・ 翻訳サービスの試行導入 303 

・ 外国籍市民意識調査 5,597 

・ 子どもと子育て家庭への支援のあり方の検討 853 

・ 子どもの権利条例（仮称）の検討 1,654 

◇民生費 

・ 福祉総合相談窓口（仮称）の開設 7,284 

・ シルバー人材センター移転の支援 18,549 

・ 特別養護老人ホームの多床室等整備補助金 20,250 

・ 在宅人工呼吸器使用者等への災害時個別支援計画の作

成 110 

・ 障害者福祉センターあり方検討委員会の設置 842 

・ 高校生等医療費助成事業 36,235 

・ 子どもの支援に係る地域連携強化事業 10,080 

◇衛生費 

・ フードバンク活動団体支援事業 1,000 

・ 武蔵境駅前公衆便所移設準備 8,797 

・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業 522,005 

・ 新型コロナウイルス感染症予防対策事業 15,869 

◇商工費 

・ 緊急経済対策の効果検証 8,030 

◇土木費 

・ 国土強靭化地域計画の策定 4,800 

・ 用途地域の一斉点検 6,061 

・ 吉祥寺ウエストエリアの交通環境改善調査 1,254 

・ 吉祥寺駅南口周辺交通体系検討 2,000 

・ 八丁地下道補修設計・ 玉川人道擁壁補修工事 11,110 

・ 大型街路灯LED化事業 115,000 

◇教育費 

・ 学習者用コンピュータ活用の推進 154,193 

・ 総合体育館外壁・ 屋上防水等工事 300,000 

・ 総合体育館大規模改修工事基本計画の策定 17,538 

・ 中央図書館エレベーター改修工事 43,136 

◇各款 

・ 文化・スポーツ・生涯学習ネット及び情報通信基盤の

更新 25,844 

・ 武蔵野文化事業団と武蔵野生涯学習振興事業団の合併

に向けたホームページ等の更新 3,716 

・ 環境部動画啓発プロジェクト 470 

■国民健康保険事業会計 

・ 特定健康診査未受診者に対する受診勧奨事業 5,078 

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 出

 695億3,900万円

民生費

313億6,981万円 

45.1%

教育費

112億8,482万円 

16.2%

総務費

95億6,394万円 

13.8%

土木費

60億7,156万円

8.7%

衛生費

62億5,715万円

9.0%

消防費

20億3,902万円

2.9%

公債費

15億4,683万円

2.2%

その他

14億587万円

2.1%

地方特例交付金

3億1,340万円 

法人事業税交付金

3億3,000万円 

10億2,298万円 

人口１人当たり　470,994円

1世帯当たり　　893,198円

審査した特別委員

令和３年度予算審査に当たった

特別委員の氏名は、次のとおり。

堀内まさし 予算特別委員長

◎堀内まさし　　○深沢　達也

　道場ひでのり　　　大野あつ子

　深田貴美子　　　宮代　一利

　木﨑　剛　　　　浜田けい子

　内山さとこ　　　藪原　太郎

　与座　武　　　　橋本しげき

◎印 委員長　○印 副委員長
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予算に対する各会派の討論
①令和３年度武蔵野市一般会計予算

②令和３年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算

③令和３年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算

④令和３年度武蔵野市介護保険事業会計予算

⑤令和３年度武蔵野市水道事業会計予算

⑥令和３年度武蔵野市下水道事業会計予算

　３月26日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われ

ました。以下はその要旨です。このほかに、山本ひとみ議員の賛

成討論もありました。各会派の構成は８面に掲載しております。

　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継また

は会議録でご覧いただけます。会議録は５月下旬以降、各市立図

書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、

または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。

ワクワクはたらく

未来世代を自分ごとと捉え

早急な現状分析と対応を

①②③④⑤⑥賛成

　令和３年度は歳入が大幅に縮小し、基金を

取り崩しているが、足元の緊急的対策を取り

ながら、早急に現状分析を行い、未来世代を

自分ごとと捉えた対応を求める。自殺対策を

喫緊の課題として認識し、市としての対応を

お願いする。緊急経済対策の効果検証のアン

ケート結果が未来に生かされることを望む。

有償ボランティアと地域の教育力活用による

指導員謝礼の不定期依頼はコロナ禍での補償

対象となるよう再度検討をお願いしたい。今

年度が確実に将来につながることを切に望む。

宮代一利　議員

議を尽くすよう努める共通認識を持ち、議論

していくべきと考える。まずは新型コロナワ

クチン接種については、万般遺漏なく事業を

遂行してほしい。18歳までの医療費無償化や

公務員保育士採用は、十分な議論や財援団体

の活用を欠く点など、到底容認できない事業

である。しかし、コロナ禍でいかに市民の命

と生活を守るかを最優先に考え、予算案に賛

成する。

自由民主・市民クラブ

市政発展のために、広く市民の声

を聴き熟議を重ねよ

①②③④⑤⑥賛成

　議会と市長等は市政の課題に関する論点お

よび争点を明らかにし、合意形成に向けて審

与座 武 議員

など新規・拡充事業が多くあることを評価す

る。一方、行政のデジタル化にあたっては市

民の個人情報を守り、自治体の利益を損なわ

ないよう求める。新型コロナウイルス感染症

対策は、ＰＣＲ検査の社会的検査拡充を要望

する。学習者用コンピューターは、子どもの

最善の利益のために活用されることを求める。

本予算が市民の命を守り、暮らしを支えるも

のとして適切に執行されることを求める。

日本共産党武蔵野市議団

市民の命を守り、暮らしを支える

予算執行を求める

①②③④⑤⑥賛成

　暮らしを支え、平和を発信する市政が大き

く発展し、18歳までの子どもの医療費無償化

橋本しげき　議員

自治と共生

コロナ禍での知見と実践を生かし

自治体として公共の役割を果たせ

①②③④⑤⑥賛成

　新規事業の実施・立案には自治基本条例の

理念に基づき民主的な合意形成のプロセスを

大切にするよう求める。長期化するコロナ禍

による気力、体力の衰えが心配な方や生活に

困窮する方への施策の充実、強化を要望する。

行事の中止や変更により傷ついた子どもの心

のケアを丁寧に行ってほしい。公共施設の更

新には明確なビジョンを持って中長期的な財

政計画を示すよう求める。この１年を通して

得た知見と実践を生かし、自治体政府として

公共の果たす役割を発揮するよう求める。

内山さとこ　議員

市議会公明党

広く市民の声を聴き、かゆい 
ところに手が届く市政運営を

①②③④⑤⑥賛成

　コロナショック下で市民生活を守るために

は、本市で何が起き、誰が支援を必要として

いるのかを把握することが重要だ。財政規律

を保ちつつ、やるべきことを進めるという姿

勢は評価するが、生活困窮者への具体的支援

が不十分である。市民の声に耳を傾け、必要

なところに適切な支援を大胆に投入してほし

い。デジタル化に関し、最高デジタル責任者

（ＣＤＯ）をトップに横断的に動ける体制と

ともに、デジタルディバイドの解消を常に意

識したプッシュ式支援の推進も同時に求める。

大野あつ子　議員

改革武蔵野・都民ファースト

市民の命を第一に、不作為と

怠慢への批判を真摯に受け止めよ

①反対②③④⑤⑥賛成

　首都直下型地震等に見舞われる現実的な可

能性が生じた今、優先すべきは都市再生事業

である。災害時に帰宅困難者の避難所となる

武蔵野公会堂をはじめ、市の耐震基準に照ら

せば既存不適格となる施設が複数ある。この

事実を議会へ説明せずに、歴代の議論や築き

上げてきた技術の継承をねじ曲げることは断

じてあってはならない。予算審議の中で、市

民の命を守る大前提の情報が隠蔽され、不作

為のまま技術の後退にまで及んでいると判明

したことから、一般会計予算には反対する。

深田貴美子　議員

り込まれるとともに、「市民の命を守る」と

いう強い決意を感じた。インクルーシブ教育

については、拡充策を評価する。三鷹駅北口

の将来像が示されたことで、本市の中央玄関

口としてふさわしいまち並みへ向けた取り組

みに期待する。ＤＸについては、ＩＣＴ機器

の活用が目的でなく、業務の効率化で、市民

と向き合う時間を増やすことが目的と考える。

市民福祉のさらなる向上を期待し、賛成する。

立憲民主ネット

コロナ禍をターニングポイントに

新たな時代の創生へ希望を

①②③④⑤⑥賛成

　コロナ禍によって生じた、暮らしや福祉、

地域経済の課題に積極的に取り組む内容が盛

深沢達也　議員

緊
急
経
済
対
策
の
効
果
検
証
の

た
め
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
検
証
を
進
め
て
い
く
の
か
。

令
和
二
年
度
の
緊
急
経
済
対
策

を
利
用
し
た
す
べ
て
の
事
業
者
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
現

状
を
整
理
・
把
握
し
た
う
え
で
、
今

後
の
展
望
を
含
め
て
検
証
し
た
い
。

土

木

費

三
鷹
駅
北
口
整
備
に
向
け

多
様
な
方
々
と
意
見
交
換
を

三
鷹
駅
北
口
交
通
環
境
基
本
方

針
の
策
定
に
向
け
た
考
え
方
を
地
域

に
展
開
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
多
様

な
立
場
の
方
々
と
ど
の
よ
う
に
意
見

交
換
し
て
い
く
の
か
。

交
通
体
系
を
変
え
な
け
れ
ば
課

題
の
抜
本
的
な
解
決
は
難
し
い
こ
と

を
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
土
地
所
有
者
へ
個
別
に
説
明

し
て
い
く
ほ
か
、
各
種
事
業
者
や
子

育
て
団
体
な
ど
、
多
様
な
立
場
の
方

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り
意
見

交
換
し
て
い
き
た
い
。

 

景
観
整
備
路
線
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
令
和
三
年
度
の
見
通
し
は
。

文
化
会
館
通
り
は
整
備
を
進
め

て
お
り
、
令
和
三
年
度
は
水
道
部
庁

舎
付
近
の
電
線
共
同
溝
本
体
工
事
を

行
う
。
亜
細
亜
大
学
通
り
も
詳
細
設

計
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

 
公
園
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
遊
具
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

化
は
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

入
り
口
の
段
差
解
消
な
ど
、
ハ

ー
ド
面
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
令

和
三
年
度
で
一
定
程
度
達
成
さ
れ
る

が
、
遊
具
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
化
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

教

育

費

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

デ
ー
タ
保
護
は
問
題
な
い
か

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

使
用
に
よ
る
デ
ー
タ
保
護
の
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

デ
ー
タ
の
ロ
グ
は
本
人
、
学
校
、

教
育
委
員
会
の
み
使
用
で
き
、
卒
業

後
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削
除
す
る
と
ロ
グ

も
削
除
さ
れ
る
た
め
、
デ
ー
タ
保
護

の
保
障
は
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

 

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

活
用
に
あ
た
り
、
図
書
館
に
お
け
る

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
整
備
状
況
を
伺
う
。

令
和
三
年
一
月
に
中
央
図
書
館

に
も
設
置
し
、
全
館
整
備
が
完
了
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
使
え
る
席
の
拡

張
も
検
討
し
て
い
る
。

 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理
念

を
踏
ま
え
交
流
共
同
学
習
支
援
員
が

中
学
校
に
も
配
置
さ
れ
る
が
、
ど
う

評
価
さ
れ
配
置
拡
充
と
な
っ
た
の
か
。

特
別
支
援
学
級
と
通
常
学
級
の

連
絡
調
整
や
情
報
交
換
が
密
に
な
り
、

効
果
が
大
き
い
と
評
価
し
て
い
る
。

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

歴
史
館
の
取
り
組
み
や
工
夫
を
伺
う
。

「
お
う
ち
で
歴
史
館
」
と
い
う

動
画
サ
イ
ト
で
の
動
画
配
信
や
、
密

消

防

費

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

万
全
の
初
動
体
制
を

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
制
約
が
あ
る

現
状
に
お
い
て
も
、
大
災
害
発
生
時

の
初
動
体
制
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
避
難
所

運
営
訓
練
は
実
施
し
て
お
り
、
市
の

初
動
要
員
も
参
加
し
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
避
難
所
運
営
に
必
要
な
衛
生
用
品

も
新
た
に
購
入
し
、
そ
れ
ら
の
使
い

方
も
含
め
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

 

防
災
活
動
拠
点
電
源
確
保
事
業

に
お
い
て
、
配
備
さ
れ
る
蓄
電
池
の

概
要
お
よ
び
蓄
電
量
は
ど
の
程
度
か
。

災
害
時
の
停
電
に
備
え
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
付
き
の
蓄
電
池
を
各
自
主

防
災
組
織
に
供
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ
ば
六
十
台

分
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
あ
れ
ば
二

十
台
分
の
充
電
が
可
能
で
あ
る
。

を
避
け
た
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

学
芸
員
の
出
張
授
業
等
を
開
催
し
た
。

 

学
校
施
設
整
備
に
か
か
る
最
終

的
な
コ
ス
ト
を
伺
う
。

学
校
施
設
整
備
基
本
計
画
で
示

し
た
七
百
四
十
三
億
円
と
い
う
費
用

は
あ
く
ま
で
全
体
の
規
模
感
を
示
す

た
め
の
参
考
試
算
で
あ
り
、
適
正
な

費
用
は
そ
の
つ
ど
検
討
し
た
い
。

 

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
る

ま
で
の
十
年
間
と
、
そ
の
先
の
学
校

教
育
の
在
り
方
の
展
望
を
伺
う
。

個
別
最
適
化
・
協
働
的
な
学
び

の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
中
、
学
ぶ
意

欲
や
方
法
を
知
り
、
正
解
の
な
い
答

え
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
生
涯
の
学
び
手
と
し
て
の

力
に
つ
な
げ
る
教
育
に
変
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

特

別

会

計

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
は

歳
出
抑
制
方
針
と
矛
盾
し
な
い
か

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

高
校
生
等
医
療
費
助
成
事
業
の

開
始
に
よ
り
国
庫
負
担
金
の
減
額
調

整
措
置
が
想
定
さ
れ
、
歳
出
抑
制
方

針
と
矛
盾
す
る
が
、
見
解
は
。

必
要
な
方
が
必
要
な
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
適
正
受

診
を
求
め
る
周
知
活
動
が
必
要
だ
。

水
道
事
業
会
計

安
全
な
水
を
届
け
る

た
め
の
検
査
体
制
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
と
な

る
が
、
本
市
の
水
道
水
に
お
け
る
放

射
性
物
質
検
査
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

震
災
以
降
、
継
続
し
て
検
査
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
は
月
に
一
回
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
値
を
検
査
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
全
な
水
道
水
を

提
供
で
き
て
い
る
。

予算特別委員会

審査概要
一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 入
 695億3,900万円

市税
381億500万円 

54.8%

国庫支出金
101億1,981万円 

14.6%

都支出金
76億9,805万円 

11.1%

市債
17億1,200万円

2.5%

繰入金
42億79万円

6.0%

地方特例交付金
3億1,340万円 

0.4%

地方消費税交付金
30億9,800万円

4.5%

諸収入
8億2,458万円

1.2%

使用料及び手数料
14億1,439万円

2.0%

繰越金
7億円 

1.0%

法人事業税交付金
3億3,000万円 

0.5%

その他
10億2,298万円 

1.4%
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一一一 般般般 質質質 問問問
個人情報保護の観点から、学校教育における
タブレット使用を問う

山本あつし　議員

受給希望者にも職員にも意味がない生活保護
の扶養照会は変更すべき

山本ひとみ　議員

子どもの家庭的養育を受ける権利を保障する
ため、里親制度の普及啓発の充実を

下田ひろき　議員

デジタル技術を活用し、市民の困りごとへの
対応を望む

大野あつ子　議員

市の行政組織の運営における
市長の責任意識を問う

道場ひでのり　議員

学校再開判断の撤回や成人式の中止などで、時期的に不適切

な判断が混乱を生んだが、自身の判断責任に関し市長の見解は。

コロナ禍で先を見通せない中、臨機応変な対応が必要だ。

武蔵野文化事業団と武蔵野生涯学習振興事業団の合併に関す

る行政報告が遅れたことに関し、市長は遺憾だと発言し、謝罪

はなかった。この発言は責任逃れと感じるが市長の責任意識を

伺う。また遺憾という語は謝罪の意味を含まないのはご存じか。

選挙で選ばれた市長として責任を持ちたい。両団体は市から

独立した団体だが、報告が期待どおりされなかったのは残念だ。

昨年９月の学習者用コンピューター導入決定と、３年間でＩ

ＣＴ教育を検証との、昨年７月の総合教育会議決定との整合は。

８月に定めた基本的な考え方に基づき活用する中で検証する。

児童生徒用タブレットの①学習ログはどのようなものか②学

習ログの記録は個人情報収集に当たると考えられるがいかがか。

①アカウント情報がクラウド上に記録されるが、卒業後は削

除される②個人情報保護条例により、個人情報収集に当たる。

校務用パソコンについて、①取り扱い内容と要配慮個人情報

収集禁止との関係はどう整理するか②外部提供のルールは。

①個人情報保護条例第７条第２項に基づき要配慮個人情報を

取り扱っている②データの外部提供は禁止している。

タブレットおよび校務用パソコンについて、①個人情報保護

審議会に諮ったか②子どもと保護者への報告、共通理解形成は。

①実施して差し支えない旨の答申を受けた②マニュアル等の

活用や、４月の各校の保護者会における説明を予定している。

ＡＥＤの設置場所を周知する必要があると考えるがどうか。

ＡＥＤの在りかを皆が把握できるのは大切と考える。

市の施設等では閉館時でもＡＥＤを使えるよう、外に設置し

てはどうか。

ＡＥＤの適正な管理という点ではさまざまな課題があり、要

望として受け止める。

公園に放置された空き缶などは、今までは単なるごみであっ

たが、コロナ禍においては感染リスクがあり、危険なごみにな

ったと考える。対応を求める。

感染症対策をしてごみ収集を行っているが、公園によっては

職員がパトロールを行い、これまで以上に注意していく。

　このほか、電話リレーサービスについての質問がありました。

教育へのＩＣＴ活用に関する試行事業について、事業開始に

向けた準備の進捗状況や不登校児童生徒への対応方法は。

３月上旬までに物資調達、環境整備を完了し、教員向け研修

を実施している。不登校児童生徒には在籍学校を通して配付し、

アプリを活用した面談や課題を提示するなどの支援をする。

二酸化炭素排出実質ゼロの実現に向け、具体的な行動計画は。

むさしのエコｒｅゾートを活用し、市民が学びや気付きを行

動に変えていけるよう、具体的で分かりやすい啓発をしていく。

中学校の部活動を２月中に再開しなかった理由は。

学校行事との調整もあり学校ごとの判断としたが、部活動は

クラスや学年を超えて感染拡大するリスクがあるため慎重にな

らざるを得ず、そういった判断につながったと認識している。

命を救うＡＥＤ
すぐに手に届く設置をするべきでは

藪原太郎　議員

教育へのＩＣＴ活用方法、温暖化対策の具体
策、コロナ禍での部活動について問う

宮代一利　議員

東日本大震災と原発事故からこの３月11日で10年を迎える。

今でも被害の影響は続いているが、原発ゼロに関する認識は。

原発事故による甚大な被害、今なお残る汚染水や廃炉問題等

に鑑み、原発に頼らない社会を実現していかなければならない。

武蔵野市の原発事故による避難者の推移と現在の人数は。

平成23年度92名、令和２年度の最新の状況は67名である。

全国的に格差・差別・貧困が拡大する中、生活保護が改めて

重要視されているが、受給にためらいを感じる方もいる。生活

保護の扶養照会は、申請者が承諾し、扶養義務が期待できる場

合に限るべきである。照会件数と扶養につながった数を伺う。

照会は平成28年度155件、平成29年度189件、平成30年度254

件、令和元年度116件で、扶養はいずれも０件である。

本市での里親に関する事業や啓発の取り組みの実績と評価は。

市報やホームページ等で周知を行うとともに、杉並児童相談

所と共催で養育家庭体験発表会を実施し、高評価を得ている。

児童福祉法の改正を踏まえ、現在検討中の子どもの権利条例

（仮称）に、家庭的養育を受ける権利をどう反映させるのか。

子どもの置かれている環境はさまざまだが、施設や家庭とい

った養育環境で分けて考えるのではなく、すべての子どもが不

利益を被らず、最善の利益を享受できるよう取り組んでいく。

制度や支援策が認識されることで里親が増えていく面があり、

児童相談所とより密に連携し定期的な啓発活動を行うべきでは。

子育てフェスティバル等での啓発や、案内パンフレットの配

架を行っている。今後の啓発方法は検討していきたい。

遠隔オンライン授業の要望があるが、対面授業を行いながら

の実施は可能か。人員が確保できれば可能性が広がるのか伺う。

児童生徒に指導を行いながら、オンラインによる参加の児童

生徒にも同時にきめ細かな指導をしていくことは、大変難しい

と考える。人員の確保ができたとしても、全教科においてオン

ラインによる授業の提供をすることは難しいと考える。

自治体側がデジタル技術を駆使し、デジタルディバイドの解

消を目指す改革を行っていくことが必要ではないか。

電子化を進めつつ、紙による手続きも並行して受け付けるこ

とが、デジタルディバイドの回避につながると考える。技術の

進歩の動向を注視しながら、個別の案件ごとに費用対効果等を

十分に検討したうえで導入の可否について判断をしていく。

　第１回定例会では３月１日、２日に１４名の議員から一般質問が行われまし

た。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミ

ュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホ

ームページの会議録検索（第１回定例会分は５月２７日登録予定）、インター

ネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事

務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりする

ことをいいます。
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エコｒｅゾートのロゴ等はデザイン総額

約500万円　その活用に誰が責任を持つのか
木﨑 剛 議員

命を大切にするまちづくり、自治体の役割等

について問う
ひがしまり子　議員

インクルーシブ（年齢・身体能力に関係なく

楽しめる）遊具の設置を
きくち太郎　議員

市民の不安に応えるワクチン接種体制と

メッセージ性ある芸術文化アート支援を
蔵野恵美子　議員

本市の人口増加は子育て支援に力を注いだ

ことが要因であると考える根拠とは何か
土屋美恵子　議員

国のデジタル改革を見据え、

地方行政のデジタル化を進めよ
品川春美　議員

公共自転車駐車場の見直し内容の改善を求める

橋本しげき　議員

昨年１年間に自殺した小・中学生と高校生は前年の1.4倍に

増加し過去最多となった。ＳＯＳを出しやすい体制づくりが重

要だと考えるが、本市の自殺防止の取り組みについて伺う。

さまざまな年代や状況に応じた相談に対応する職員の人材育

成が重要であり、自殺予防に関する基礎的な研修を実施した。

コロナ禍で高齢者施設の閉所等により通所できなくなったこ

とで、孤立する高齢者が多数いたり、自宅で介護する家族の負

担が大きくなっている状況だが、市民生活を守る観点から、高

齢者への生活支援について見解を伺う。

通所介護の代替として、訪問リハビリ訓練や電話での健康相

談を行うほか、モニタリングは約７割のケアマネが自宅を訪問

している。引き続き高齢者に寄り添った支援を行っていきたい。

約500万円という多額の税金をかけ作成したエコｒｅゾート

のロゴマークは、青と茶の２色を基準にデザインされたのに、

なぜ建物外壁ではその基準にない白色で描かれているのか。

建物の外観に合うようさまざま検討する中で、白色とした。

一般論として、ＱｕОＬａのような屋上においてはりや柱で

膜構造として布等で覆っている工作物は建築物とならないのか。

建築物とみなす場合もあるが、当該テントおよび工作物は、

形態および設置状況から建築物に該当しないと判断している。

消防法や建築基準法などの観点から考えれば、屋上は本来人

を招き入れることを了としていないと考えるが、階に算入され

ない屋上で不特定多数を対象に事業を行うことはできるのか。

法律上、当該法令に抵触しない範囲の事業に制限は行わない。

世田谷区砧
きぬた

公園やとしまキッズパークに、インクルーシブ遊

具が設置され、障がいの有無にかかわらず、多くの子どもたち

や保護者が利用している。今後の市内公園の整備に関し、イン

クルーシブパークの理念を基に進めていただきたいが、見解は。

インクルーシブ遊具やユニバーサル遊具は規模が大きく、設

置には広いスペースが必要であることなど、課題があると認識

している。本市は狭小な公園が多いため、慎重に検討する。

平成２９年衆議院議員選挙の際、大雨予報で期日前投票所が混

雑し、多くの有権者が投票を諦めたと聞いたが、課題を伺う。

期日前投票については、従事職員を増やす等の対応をしたが、

結果的に前回衆議院議員選挙時の約２倍の投票数となり、投票

所では想定を超える行列が発生した。今後対策したい。

本市の子育て支援策における、市長の基本理念を問う。

第五次子どもプラン武蔵野に掲げた４つの基本理念のとおり。

本市の人口増の要因について、市長は施政方針で子育て支援

に力を注いできたことと述べているがその根拠は。アンケート

では市の子育て施策への満足度は３割程度である。世帯向け大

型マンションや戸建て住宅の建設、利便性の良さも要因では。

少子化の中、本市はゼロ歳から14歳の人口が増加しているこ

とは特徴的だ。人口増政策を行わずとも良好な住環境を守り、

継続的に子育て支援に取り組んできたことが要因の一つだ。

病児・病後児保育利用料が近隣市区より高額だが見直しては。

他自治体の状況や、事業所の採算等を総合的に勘案して料金

を設定している。現段階では利用料の変更は予定していない。

ワクチンによる副反応等医療的な不安に応える体制を、コー

ルセンター以外に、接種会場にも配置すべきと考えるが見解は。

接種に不安がある方には、掛かりつけ医へ事前相談を推奨し

ているが、集団接種会場に相談コーナーの設置を検討している。

コロナ禍における芸術文化支援として、渋谷区のアロープロ

ジェクトのような、地域団体との連携・雇用創出・市民全体へ

のメッセージを生み出す支援があってもよかったのではないか。

アーティストや芸術団体の雇用と活躍の場について、文化施

設の在り方検討委員会の中で議論し、考えていく。

市内在住外国籍市民の状況から、わたしの便利帳の英語・中

国語・韓国語の翻訳版を作成すべきと考えるが見解は。

実施予定の外国籍市民への意識調査を踏まえ、考えたい。

署名・押印の要否に関し実態調査の結果と今後の対応を伺う。

市に提出される申請書等で署名・押印を要するものの総数は

2,638件である。そのうち市の判断で対応できる2,180件につい

ては、特別な理由がない限り原則として押印を廃止する。

行政手続のデジタル化に際しては、プロセスの簡略化も含め

たＢＰＲ＊から取り組むべきだが、今後の推進体制を伺う。

国から示される予定の行政手続のデジタル化を見据え、ＢＰ

Ｒの取組を行うためどのような体制が適切か検討を進めていく。

ユニバーサルデザインの遊具の設置に向けた見解、インクル

ーシブ公園に関する市の現状認識と、設置に向けた課題を伺う。

設置にスペースを要するため、基本的に規模の大きい都立公

園で対応すべきであり、市立公園への設置は慎重に検討したい。
＊既存の業務プロセスを詳細に見直すことで利便性の向上を図る取り組みのこと。

駐輪場の定期利用料金は、毎月支払う形式ではなく数か月分

まとめて支払えるようにすべきと考えるが、見解を伺う。

まとめて支払うにはシステム改修が必要となる。今後の状況

に注視し、自転車駐車場整備センターと検討していきたい。

学校教育法に定める学校、専修学校または各種学校の学生の

定期利用の割引制度を維持することを求めるが、見解を伺う。

学割の適用範囲については今後状況を見て研究する。しっか

り意見として承り、市民の声も聴く中で見直しを考えたい。

利用料金引き上げは行うべきではないが、駐輪場の利用体系

の制度見直しや改善は適宜行うことを求める。見解を伺う。

自転車等駐車対策協議会の点検および評価をさらなる見直し

に反映し、またさまざまな改善を行い、利便性向上を図りたい。

　武蔵野市議会では、新型コロナウイルス感染症対策として、本会議の審
議順序の変更や、３密を避ける取り組み（パーティションの設置、窓の常
時開放）など、コロナ禍においても議会機能を維持するための取り組みを
行っています。

　また、令和２年６月から常任委員会、外環道路特別委員会のインターネ
ット中継を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止措置として、令和２年度は常
任委員会の行政視察を中止しましたが、文教委員会では、Ｚｏｏｍによる
オンラインでの視察を実施しました。

日　程　令和２年10月８日（木曜日）

視察先　熊本県熊本市（熊本市教育センター）

テーマ　 熊本市立小・中学校へのＩＣＴ機器導入の
目的および導入後の成果と課題について

　このほか、議会運営委員会懇談会や勉強会などでＺｏｏｍ等を活用した
オンラインでの取り組みを試行しています。

新型コロナウイルス感染症対策の取り組み

文教委員会オンライン
視察の様子
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計
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計
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。
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も

か
か
わ
ら
ず
、
原
因
と
対
応
方
法
に
つ
い

て
、
沿
線
住
民
に
対
し
て
十
分
な
説
明
が

行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
緊
急
時

の
対
応
」
に
つ
い
て
も
、
内
容
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
含
め
十
分
な
説
明
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
沿
線
住
民
の
不
安

が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
加

え
て
、
令
和
二
年
十
月
十
八
日
、
調
布
市
東

つ
つ
じ
ケ
丘
二
丁
目
の
東
京
外
か
く
環
状

道
路
（
関
越
～
東
名
）
本
線
ト
ン
ネ
ル
（
南

行
）
工
事
現
場
の
直
上
に
お
い
て
、
調
布
市

道
等
が
陥
没
す
る
事
象
が
発
生
し
、
ト
ン

ネ
ル
直
上
で
相
次
い
で
空
洞
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
象
は
、
周
辺
住
民
の
安
全

を
脅
か
す
重
大
な
事
態
で
あ
り
、
今
後
掘

進
予
定
で
あ
る
武
蔵
野
市
内
に
お
け
る
安

全
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
懸
念
す
る
。

　

外
環
の
２
に
つ
い
て
は
、「
武
蔵
野
市
に

お
け
る
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い

の
会
」
の
「
中
間
の
ま
と
め
」
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
取
り
ま
と
め
に
時
間
を
要
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
も
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
自
動
車
交
通
量
に
対
す
る
見
通
し

に
つ
い
て
も
、
必
要
性
の
説
明
が
不
足
し

て
お
り
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
反
映
し
た

も
の
と
は
思
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

沿
線
住
民
に
と
っ
て
は
、
国
、
都
の
施
策

に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
て
き
た
積
年
の
忍
耐

を
重
ね
て
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
見
通
し
が

立
た
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、

武
蔵
野
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持

と
沿
線
住
民
の
安
心
な
生
活
と
財
産
を
守

る
た
め
、
下
記
の
と
お
り
、
国
及
び
都
に
要

望
す
る
。

一　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て

は
、
「
対
応
の
方
針
」
を
着
実
に
履
行
す
る

こ
と
。
ま
た
、
都
市
部
に
お
け
る
か
つ
て
な

い
規
模
の
大
深
度
地
下
方
式
の
事
業
で
あ

り
、
陥
没
事
故
の
発
生
や
地
下
空
洞
の
発

見
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
性
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
。
詳
し
い
地
盤
調
査
や
工
事

に
伴
う
振
動
問
題
へ
の
対
応
も
必
要
で
あ

り
、
大
深
度
地
下
方
式
は
、
地
上
に
影
響
を

与
え
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
今
後
予

想
さ
れ
る
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
影

響
や
再
発
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
徹
底
的

な
検
証
の
上
、
検
討
過
程
も
含
め
十
分
な

情
報
公
開
・
事
前
調
査
の
計
画
と
沿
道
住

民
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
の
説
明
を
行

い
、
不
安
解
消
を
図
る
こ
と
。

二　

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日
付
で

事
業
者
が
発
し
た
「
東
京
外
環
（
関
越
～
東

名
）
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
緊
急
時
の
対
応
に

つ
い
て
」
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
今
回
、

陥
没
し
た
緊
急
事
態
を
踏
ま
え
、
実
効
性

の
あ
る
内
容
と
な
る
よ
う
見
直
す
こ
と
。

三　

外
環
の
２
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
「
武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上

部
街
路
に
関
す
る
話
し
合
い
の
会
」
の
「
中

間
の
ま
と
め
」
に
お
い
て
構
成
員
の
声
を

十
分
に
反
映
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。「
中

間
の
ま
と
め
」
以
降
の
事
業
検
討
、
住
民
へ

の
周
知
、
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

四　

「
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の

整
備
方
針
（
第
四
次
事
業
化
計
画
）
」
に
お

い
て
外
環
の
２
は
計
画
内
容
再
検
討
路
線

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
検
討
に
当
た

っ
て
は
、
武
蔵
野
市
及
び
市
議
会
、
沿
線
住

民
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
。

五　

今
後
も
武
蔵
野
市
及
び
市
議
会
、
沿

線
住
民
が
求
め
る
正
確
な
情
報
の
公
開
と

説
明
、
必
要
に
応
じ
た
協
議
を
行
う
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
環
境

大
臣
・
東
京
都
知
事
宛
て
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
関
す
る
意
見
書

　

二
〇
二
〇
年
初
頭
に
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―

１９

）
拡
大
は
、
国
内
感
染
者
数
四
十
五
万

人
、
死
亡
者
数
八
千
八
百
人
を
超
え
（
三
月

二
十
二
日
現
在
）
、
変
異
型
に
よ
る
第
四
波

へ
の
懸
念
も
あ
っ
て
、 

い
ま
だ
終
息
へ
の

道
筋
が
見
え
て
い
な
い
。

　

確
立
さ
れ
た
治
療
法
が
見
つ
か
ら
な
い

中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
自
体
の
数
量

確
保
や
搬
送
方
法
に
関
す
る
課
題
が
あ

り
、
接
種
事
業
の
実
務
を
担
う
自
治
体
は

具
体
的
な
事
業
見
通
し
を
明
確
に
立
て
ら

れ
ず
、
市
民
の
不
安
に
応
え
に
く
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
武
蔵
野
市
は

二
〇
二
一
年
一
月
七
日
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
本
部
を
設
置
し
、
一
刻
も
早
い

接
種
実
施
に
向
け
て
、
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
国
に
対

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
確
実
な
実
施

の
た
め
、
下
記
の
よ
う
な
対
策
強
化
を
求

め
る
。

一　

医
療
関
係
者
等
の
関
係
機
関
と
の
連

携
を
一
層
強
化
し
、
確
実
な
接
種
事
業
の

実
施
に
努
め
る
こ
と
。

二　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
時
期
と
量
、
資
材

類
の
供
給
な
ど
、
自
治
体
へ
の
迅
速
で
的

確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
。

三　

国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
自
治
体

と
国
民
に
対
し
、
副
反
応
へ
の
対
応
な
ど

的
確
で
十
分
な
情
報
提
供
に
努
め
る
と
と

も
に
、
必
要
な
財
政
的
措
置
を
行
う
こ
と
。

四　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
を
確
実
に
実
施

す
る
た
め
の
人
員
配
置
に
必
要
な
財
政
的

措
置
を
行
う
こ
と
。

五　

全
国
の
自
治
体
間
で
格
差
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
正
で
公
平
な
配
分

を
行
う
こ
と
。

六　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
住
民

票
所
在
地
以
外
で
の
接
種
を
希
望
す
る
国

民
に
対
し
て
も
公
平
な
配
分
を
行
う
こ

と
。

七　

接
種
を
希
望
す
る
国
民
と
、
体
質
な

ど
の
理
由
で
接
種
を
希
望
し
な
い
国
民
の

間
で
、
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
配

慮
に
努
め
る
こ
と
。

（
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理

大
臣
・
総
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
）
宛
て
）

■
不
採
択

・
別
居
・
離
婚
後
の
親
子
交
流
を
促

進
す
る
運
用
・
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

の
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
の
温
暖
化
対
策
強
化
に

関
す
る
陳
情

・
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に
つ
い

て
経
済
産
業
省
へ
意
見
書
提
出
を

求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
対
策
と
し
て
の
原
子

力
発
電
利
用
拡
大
に
つ
い
て
の
市

民
意
見
集
約
に
関
す
る
陳
情

■
継
続

・
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
い
た
核
攻

撃
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
を

求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情
（
新

規
）

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

第１回定例会

【市長提出議案（26件）】

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※本市固定資産評価審査委員会委員に渡
わた

部
なべ

典
のり

子
こ

氏を選任することについて、市議会の同
意を求めるもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※本市固定資産評価審査委員会委員に後
ご

藤
とう

敏
とし

夫
お

氏を再任することについて、市議会の同
意を求めるもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致）

※本市固定資産評価審査委員会委員に堀
ほっ

田
た

正
ただし

氏を再任することについて、市議会の同意
を求めるもの。

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※建築確認の際における省エネ基準の適合性判定を行う特定建築物の規模の変更に伴

い、判定および認定等の手数料に係る非住宅部分の面積区分に「300㎡～1,000㎡」の
区分を追加し手数料を設定するもの。

●武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※子ども・子育て支援法の一部改正に伴い条項ずれが生じるため、引用条項を改正するもの。

●武蔵野市高齢者福祉サービス事業の利用に関する条例の一部を改正する条例  
   可決（全会一致）
※「高齢者緊急通報システム事業」を「高齢者救急通報システム事業」に、「高齢者火災安全

システム事業」を「高齢者住宅火災通報システム事業」にそれぞれ変更するほか、高齢者
火災安全システム事業における住宅用防災機器等の貸与を廃止するもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※個人所得課税の見直し（給与所得控除や公的年金等控除から基礎控除へ10万円の振り

替え等）に伴う地方税法施行令の一部改正に基づき、子どもに係る均等割額相当額の減
免制度の判定基準の見直しを行うとともに、低所得者向け軽減の判定基準と合わせる
ため改正するもの。また、新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴い、新型コ
ロナウイルス感染症の定義条文を改正するもの。

●武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※給与所得または公的年金等に係る所得を有する被保険者の合計所得金額の計算につい

て、給与所得または公的年金等に係る所得の金額の合計額から10万円を控除するほ
か、令和3年度から５年度までの第1号被保険者の保険料率を定めるもの。

●武蔵野市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※3年に1度の介護報酬に係る改正と併せて行われる基準省令の改正に伴い、改正するも

の（以下3条例について同じ。）。

●武蔵野市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市中小規模事業者事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例  
   可決（全会一致）
※令和3年度の特別融資あっせんの申請要件を拡大するため、事業者の売上高等減少の比

較期間を「前年の同期」から「前年、２年前又は3年前のいずれかの同期」に変更するもの。

●武蔵野市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※「東京労働基準局三鷹基準監督署」から「東京労働局三鷹労働基準監督署」に名称が変更

されたことに伴う改正のほか、「指名」「任命」「委嘱」の記載を適正化するもの。

●令和3年度武蔵野市一般会計予算   可決（賛成多数）

●令和3年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算   可決（全会一致）

●令和3年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算   可決（全会一致）

●令和3年度武蔵野市介護保険事業会計予算   可決（全会一致）

●令和3年度武蔵野市水道事業会計予算   可決（全会一致）

●令和3年度武蔵野市下水道事業会計予算   可決（全会一致）

●令和２年度武蔵野市一般会計補正予算（第10回）   可決（全会一致）

●令和２年度武蔵野市一般会計補正予算（第11回）   可決（全会一致）

●令和２年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第２回）   可決（全会一致）

●令和２年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第1回）   可決（全会一致）

●令和２年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回）   可決（全会一致）

●武蔵野市教育委員会教育長の任命の同意について   同意（全会一致）

※本市教育委員会教育長に竹
たけ

内
うち

道
みち

則
のり

氏を再任することについて、市議会の同意を求める
もの。

【諮問（１件）】

●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて   異議なし（全会一致）

※人権擁護委員に太
おお

田
た

早
さ

苗
なえ

氏を再度候補者として推薦することについて市議会の意見を
求めるもの。

【議員提出議案（2件）】

●東京外かく環状道路に関する意見書   可決（全会一致）

●新型コロナウイルスワクチン接種事業に関する意見書   可決（全会一致）

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案等審議結果（議決）一覧

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持って

いる議員のグループで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の

直通電話番号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認

いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　堀　内　まさし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

きくち　太　郎　　土　屋　美恵子

与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

改革武蔵野・都民ファースト ☎６０－１９４４

深　田　貴美子　　品　川　春　美

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

山　本　ひとみ　　下　田　ひろき


